
木村 廣道（東京大学大学院 薬学系研究科 特任教授） 

東京大学大学院薬学系研究科博士課程修了（薬学博士）、スタンフォード大学大学院ビジネスス

クール修了（MBA）。協和発酵、モルガン銀行（企業買収担当）を経て、アマシャムファルマシ

アバイオテク㈱代表取締役社長、日本モンサント㈱代表取締役社長を歴任。現在は東京大学大学

院薬学系研究科ファーマコビジネス・イノベーション教室特任教授、東京大学グローバル COE プ

ログラム「学融合に基づく医療システムイノベーション」社会還元系リーダー、最先端研究開発

支援プログラム「ナノバイオテクノロジーが先導する診断・治療イノベーション」共同提案者、

東京大学エグゼクティブ・マネジメント・プログラム（EMP）講師を兼任。㈱ライフサイエンスマ

ネジメント代表取締役および㈱ファストトラックイニシアティブ代表取締役を兼務。経済同友会

幹事、日本スタンフォード協会副会長。 

 

香取照幸（厚生労働省年金局長） 

東京大学法学部卒。厚生省入省後、ＯＥＣＤ(経済協力開発機構)事務局研究員(医療ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当)、

厚生省高齢者介護対策本部事務局次長、内閣官房内閣参事官(総理大臣官邸連絡室)、厚生労働省

老健局振興課長、同省参事官（社会保障担当）、内閣官房内閣参事官併任（社会保障国民会議事務

局）、厚生労働省政策統括官（社会保障担当）、内閣官房内閣審議官併任（社会保障・税一体改革

担当）を経て現職。 

 

セバスチャン・グート（バイエルヘルスケア日本代表 兼 バイエル薬品株式会社代表取締

役社長） 

オットー・バイスハイム経営大学院（ドイツ・コブレンツ）卒。ベルリン工科大学経営科学博士

号取得。IT ベンチャー企業『allmaxx.de』最高執行責任者、ドイツ・シエーリング社アジア中東

地域スペシャル・プロジェクト・リーダー、マレーシア/シンガポール/ベトナム・シエーリング

社マネージング・ディレクター、シエーリング社欧州地域戦略事業開発責任者、バイエル・シエ

ーリング・ファーマ社欧州地域の価格設定・広報責任者（兼務）、トルコ・バイエル最高経営責任

者を経て現職。 

 

天野 篤（順天堂大学医学部心臓血管外科教授） 

日本大学医学部卒。関東逓信病院(現 NTT 東日本病院)臨床研修医、亀田総合病院心臓血管外科研

修医、同心臓血管外科医長、新東京病院心臓血管外科科長、同部長、昭和大学横浜市北部病院循

環器センター長・教授を経て現職。日本外科学会指導医、日本胸部外科学会指導医、日本循環器

学会専門医、（日本胸部外科学会、日本心臓血管外科学会、日本血管外科学会）3 学会構成心臓血

管外科専門医。 

 

畑中 好彦（代表取締役社長 兼 CEO） 

一橋大学経済学部卒。藤沢薬品工業株式会社（現アステラス製薬株式会社）入社後、Fujisawa 



USA,Inc.（出向）、Fujisawa GmbH（出向）、営業本部マーケティング部課長、医薬企画部企画担当

課長、 経営企画部次長、 経営企画部長、アステラス製薬株式会社経営戦略本部 経営企画部長、 

執行役員 経営戦略本部 経営企画部長、執行役員 Astellas US LLC President and CEO 

兼 AstellasPharmaUS,Inc. President and CEO、上席執行役員 Astellas US LLC President and CEO

兼 AstellasPharmaUS,Inc. President and CEO、上席執行役員 経営戦略・財務担当を経て現職。 

 

小宮山 宏（株式会社三菱総合研究所理事長） 

東京大学大学院工学系研究科化学工学専攻博士課程修了（工学博士）。東京大学工学部教授、同大

学院工学系研究科教授、同大学院工学系研究科長・工学部長、同副学長、国立大学法人東京大学

理事 兼 同副学長 兼 同大学院工学系研究科教授、国立大学法人東京大学総長、同総長顧問

を経て現職。プラチナ構想ネットワーク会長、日本産学フォーラム代表世話人、日本工学アカデ

ミー会長、サステナビリティ・サイエンス・コンソーシアム（SSC)理事長、フューチャーデザイ

ンセンター(FDC)提唱者最高顧問、グローバル・グリーン成長研究所(GGGI)理事、低炭素杯実行委

員会委員長、ヒートポンプ蓄熱センター理事長、地球快適化インスティテュートアドバイザー、

デジタル教科書教材協議会(DiTT)会長、スマートプロジェクト会長 等を兼任。 

 

 

庄田 隆（第一三共株式会社 代表取締役会長） 

東京大学薬学部製薬化学科卒。三共株式会社（現第一三共株式会社）入社後、欧州部長、海外

医薬営業本部長、取締役、常務取締役、代表取締役社長、第一三共株式会社代表取締役社長兼Ｃ

ＥＯを経て現職。日本製薬工業協会副会長、同会長、日本製薬団体連合会会長、医療用医薬品製

造販売業公正取引協議会会長を歴任、日本経済団体連合会常任理事（現 常任幹事）、日本経済団

体連合会 南アジア地域委員会委員長を兼任。 

 

宇治則孝（日本電信電話株式会社 顧問） 

京都大学工学研究科修士課程修了。日本電信電話公社入社後、総裁室企画室にてNTT民営化関

連業務、新規事業開発業務を担当、NTTデータにて新世代情報サービス事業本部長、経営企画部長、

法人分野の事業本部長等を経て、代表取締役常務就任。日本電信電話株式会社にて代表取締役副

社長（技術戦略担当）を経て現職。経済同友会幹事、企業情報化協会（IT協会）副会長、日本経

営協会理事、電気通信協会理事、国際大学ＧＬＯＣＯＭエグゼクティブアドバイザーを兼務。国

際電気通信基礎技術研究所（ATR）取締役相談役、京都大学経営協議会委員、IEEE International 

Conference on Communications (ICC)ゼネラルチェアを歴任。 

 

中山俊樹（株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 執行役員 フロンティアサービス部長） 

東京大学法学部卒。カリフォルニア大学（バークレー）経営大学院卒業。日本電信電話公社入

社後、国際本部担当課長、持株会社 第一部門担当部長、同第五部門担当部長（社長秘書役）、同



中期経営戦略推進室統括担当部長、日本電信電話㈱新ビジネス推進室次長、NTTプライム・スクウ

ェア㈱ 非常勤代表取締役社長（のちに非常勤取締役）、日本電信電話㈱新ビジネス推進室室長、

同常務理事を経て現職。 

 

山田忠孝（武田薬品工業株式会社 取締役チーフメディカル＆サイエンティフィックオフィ

サー、武田ファーマシューティカルズ・インターナショナル（株）副社長） 

Dr. Tadataka (Tachi) Yamada graduated from Stanford University with a BA in history and obtained 

his M.D. from New York University School of Medicine. Hewas formerly President of the Bill & 

Melinda Gates Foundation Global Health Program. Before joining the Gates Foundation,he was 

Chairman, Research and Development and a Member of the Board of Directors of 

GlaxoSmithKline(GSK). Before joining GSK, he was Chairman, Department of Internal Medicine 

andPhysician-in-Chief of the University of Michigan Medical Center. 

In recognition of his contributions to medicine and science he has been elected to membership in the 

Institute of Medicine of the National Academy of Sciences (US), the Academy of Medical Sciences 

(UK) and the National Academy of Medicine (Mexico) and he has received an honorary appointment 

as Knight Commander of the Most Excellent Order of the British Empire (KBE). He has also been the 

recipient of numerous awards including the Distinguished Achievement Award in Gastrointestinal 

Physiology from the American Physiological Society, the Friedenwald Medal from the American 

Gastroenterological Association, the Distinguished Faculty Achievement Award from the University 

of Michigan and the Distinguished Medical Scientist Award from the Medical College of Virginia. Dr. 

Yamada is a Fellow of the Imperial College of Medicine, a Master of the American College of 

Physicians, a Fellow of the Royal College of Physicians, a Past-President of the Association of 

American Physicians and a Past-President of the American Gastroenterological Association. He has 

also been a member of the President’s Council of Advisors on Science and Technology. 

 

露木滋（株式会社三菱ケミカルホールディングス 取締役副社長執行役員 兼 三菱レイヨ

ン株式会社取締役 兼 株式会社菱化システム 取締役） 

慶應義塾大学経済学部卒。三菱化成工業株式会社入社後、大洋化成社（台湾）副総経理、米国バ

ーベータム社社長、三菱化学株式会社理事 情報電子部門オプトエレクトロニクス事業部長、株

式会社新菱常務取締役、三菱化学株式会社執行役員 機能商品セグメント 機能化学本部長、同

常務執行役員、同取締役常務執行役員、同取締役専務執行役員、株式会社三菱ケミカルホールデ

ィングス取締役専務執行役員 兼 三菱化学株式会社専務執行役員 兼 三菱レイヨン株式会社 

取締役を経て現職。 

 

山崎達美 （中外製薬株式会社 取締役副社長執行役員） 

東北大学大学院農学研究科博士課程修了（農学博士）。ハーバード大学理学部化学科研究員、ハー



バード大学医学部生化学科およびマサチューセッツ総合病院医化学科研究員。中外製薬株式会社

入社後、研究所配属、探索研究所長、執行役員（創薬研究担当）、上席執行役員（知的財産 製品

企画 プロジェクト推進担当）研究本部長、常務執行役員 研究開発統轄本部長、取締役専務執

行役員 研究開発統轄本部長、取締役専務執行役員を経て現職。静岡大学客員教授、東京大学薬

学部非常勤講師、東京大学大学院薬学系研究科 医薬品評価科学講座 非常勤講師、東北大学大

学院医学系研究科医化学分野客員教授を歴任。 

 

日色保(ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 代表取締役社長) 

静岡大学人文学部卒。ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社入社後、医療機器営業、マーケ

ティング、トレーニングを担当、外科用器材部門および糖尿病関連事業部門事業部長を経て、オ

ーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社代表取締役社長（J&Jのグループ会社、のち

にアジアパシフィック部門も統括）、ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 メディカル カン

パニー 成長戦略担当副社長 シニアバイスプレジデントを経て現職。 

 

新川浩嗣（主計局主計官（厚生労働係担当）） 

東京大学経済学部卒。大蔵省入省後、米国イエール大留学、東京国税局館山税務署長、 青森県

総務部財務課長、財務省主計局主計官補佐（厚生労働第三係主査）、大臣官房企画官（主計局厚生

労働係）、財務大臣秘書官、主税局税制第二課長等を経て現職。 

 

鎌田光明（厚生労働省医政局経済課長） 

早稲田大学政治経済学部卒。厚生省入省後、同省薬務局経済課課長補佐、日本貿易振興会ニュー

ヨーク・センター（医薬品部）、厚生省大臣官房総務課国会連絡調整官、環境省大臣官房廃棄物・

リサイクル対策部浄化槽推進室長、厚生労働省医政局看護課看護職員確保対策官、同省大臣官房

総務課広報室長、 内閣総理大臣官邸内閣参事官を経て現職。 

 

 

松本洋一郎（東京大学大学院工学系研究科 機械工学専攻 教授、内閣官房医療イノベーショ

ン推進室室長） 

東京大学大学院工学系研究科機械工学専門課程博士課程修了（工学博士）。東京大学工学部講師、

同助教授を経て東京大学工学部教授（組織変更により，大学院工学系研究科 教授）。東京大学大

学院工学系研究科 副研究科長、同研究科長、東京大学総長特任補佐（副学長）を歴任。現在、内

閣官房医療イノベーション推進室室長を併任。日本機械学会計算力学部門部門長（1997），日本機

械学会流体工学部門部門長（2001），日本機械学会副会長・会長（2008-2009・2010），可視化情報

学会副会長・会長（2005-2006・2007），日本流体力学会副会長・会長（2003・2004），日本混相流

学会副会長（2000），日本学術会議会員，日本工学アカデミー理事，日本機械学会フェロー，日本

流体力学会フェロー，米国機械学会フェロー（終身会員）．米国物理学会，日本混相流学会，日本



伝熱学会，ターボ機械協会，可視化情報学会，日本計算工学会等に所属。 

 

石黒憲彦（経済産業省 経済産業政策局長） 

東京大学法学部卒。通商産業省（現経済産業省）入省後、米国スタンフォード大学留学（アジア

パシフィックセンター客員研究員）、 産業政策局商政課サービス産業室課長補佐、宮城県商工労

働部工業振興課長、資源エネルギー庁長官官房総務課課長補佐、大臣官房総務課課長補佐（法令

審査委員）、機械情報産業局情報政策企画室長、日本貿易振興会ニューヨーク・センター(産業調

査員)、産業政策局新規産業課長、経済産業政策局産業構造課長、経済産業政策局産業再生課長 兼 

新規産業室長、大臣官房総務課長、大臣官房審議官（製造産業局担当）、大臣官房審議官（製造産

業局 兼 地域経済産業グループ担当）、大臣官房政策評価審議官 兼 首席監察官、大臣官房政策評

価審議官 兼 首席監察官 兼 大臣官房地方経済再生に関する大臣特命プロジェクトチーム長、大

臣官房審議官（経済産業政策局担当）、商務情報政策局長を経て現職。 

 

講師ご略歴については随時更新予定 


